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夏季安全推進活動期間の事故発生状況≪速報値≫ 

（７月１日～８月３１日の２か月間） 

人身事故発生状況の特徴 

◇マリンレジャー活動に伴う海浜事故者数（３２８人）及び死者・行方不明者数

（８７人）は過去５年間で最少 

◇遊泳中の事故者（２００人）及びそのうちの飲酒をしていた事故者（２４人）

は過去５年間で最少 

◇１５歳以下の子供の遊泳中の事故者数（４５人）は過去５年間で最少 

プレジャーボート等の事故発生状況の特徴 

◇事故隻数（２７３隻）は過去５年間で最少 

◇事故の種類は依然として「機関故障」や「過放電」「燃料欠乏」で約３割 

◇花火大会に伴う乗揚事故が増加、要注意！（１８隻（前年比＋７隻））   

 （※詳細：別添１、別添２） 

１ 人身事故 （マリンレジャー活動に伴う海浜事故） 

事故者数３２８人、うち死者・行方不明者 ８７人 

【過去５年間の夏季安全推進期間における事故者数の推移 単位：人】 

 ２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年 

事故者数 411（150） 410（125） 430（128） 370（119） 328（87） 

・ （ ）内は死者 ・行方不明者数で再掲 

・「マリンレジャー活動 」とは遊泳、釣り、磯遊び、スキューバーダイビング、サーフィン等をいう。 

２ 船舶事故 （プレジャーボート等）  

事故隻数 ２７３隻、船舶事故に伴う死者・行方不明者 ２人 

【過去５年間の夏季安全推進期間における船舶事故の推移】 

   ２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年 

船舶事故（隻 ） 313 313 342 314 273 
死者 ・行方不明者数

（人 ） 2 4 3 3 2 

・「プレジャーボート等 」とはプレジャーボート（モーターボート、ヨット、水上バイク等 ）及び遊漁船をいう。 

海 上 保 安 庁
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マリンレジャー中の海浜事故者数

◇マリンレジャー中の海浜事故者数のうち死者・行方不明者数が平成１３年以降初めて１００人を下回り、
死亡率も初めて３０％を下回った。
◇例年どおり、海浜事故者のうち遊泳中の事故者がほとんどであり、平成２６年は、約６割を占める。
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※

マリンレジャーに伴う海浜事故の傾向（過去５年間の７月・８月）

【酔泳事故事例】
事故者２名は、会社の同僚と海水浴場で飲酒を伴うバーベキューを行った後、沖合いの離岸堤付近の

遊泳禁止区域で遊泳中のところ、深みに足を取られて溺れ、沖合いに流されて行方不明になった。その後、
２名とも発見されたが、死亡が確認された。

別添１

事故事例

人身事故発生状況

◇１５歳以下の遊泳中の事故者数は過去５年間で最少

【子供の事故事例】
事故者は父親と兄弟等で海水浴をしようとしていた。父親が遊泳準備中に目を離した際、事故者を含む

子供が遊泳を開始したところ、事故者が沖合いに流され、姿が見えなくなった。その後、海底で沈んでいる
ところを発見されたが、死亡が確認された。

◇遊泳中の事故者数及びそのうちの飲酒をしていた事故者数はいずれも過去５年間で最少
◇遊泳中の事故者のうち、飲酒をしていなかった事故者の死亡率３３％に対し、飲酒をしていた事故者
の死亡率は４６％であり、遊泳時の飲酒による死亡のリスクは非常に高い結果となっている。

事故者 死者・行方不明者 死亡率（事故者数に対する死者・行方不明者数の割合）

（単位：人） （単位：人）

（単位：人） （単位：人）

（単位：人）
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(神奈川県)金沢まつり花火大会

(千葉県)木更津港まつり花火大会

(和歌山県)スターライトイリュージョン

(香川県)まるがめ婆娑羅まつり

(三重県)熊野大花火大会

(広島県)宮島水中花火大会

(神奈川県)神奈川新聞花火大会

(千葉県)富津花火大会

(神奈川県)横浜スパークリングトワイライト２０１４

(広島県)広島みなと夢花火大会

(兵庫県)芦屋サマーカーニバル

(兵庫県)淡路市夏祭り花火大会
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機関故障等

79
29%

（28%）

衝突
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21%
（20％）

乗揚
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13%

(13%)

浸水
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(4%)

推進器障害
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(9%)

運航阻害

16
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転覆
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4%

(3％)

その他

41
15%

(14%)

船舶事故発生状況
※

別添２

Ｈ２６年プレジャーボート等事故種類別割合※（）内は過去５年平均値プレジャーボート等事故状況

○ 花火大会事故状況（過去５年間７月・８月）

◇事故隻数は過去５年間で最少
◇事故の種類は依然として「機関故障」や「過放電」、「燃料欠乏」によるものが約３割

【花火大会における事故隻数の推移】
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【水上オートバイ事故】

７月６日１５１０頃、宮城県東松島市宮戸島において、水上オートバイ（乗船者１名）で操船し航行中、岩場に衝突。
乗船者１名死亡。

○死者・行方不明者を伴う事故

◇花火大会に伴う事故が増加（前年比+７隻）

減少

○プレジャーボート等の事故傾向（過去５年間７月・８月）

約3割

【各花火大会における事故隻数の状況】

※機関故障等とは、 機関故障のほか過放電、燃料欠乏を含む。

18隻

引き続き花火大会における事故に要注意

花火大会における事故種類
乗揚9隻、機関故障4隻、衝突3隻、
推進器障害1隻、その他1隻
半数が乗揚！

カキ筏に乗揚

【モーターボート事故】

７月３１日２２４６頃、石川県金沢市金沢港内において、モーターボート（乗船者３名）が帰港中、物件に衝突。

乗船者１名死亡。

防波堤に衝突

増加

（隻） （人）

（隻） （人）

（隻）




